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ここで言う仕掛け人とは「管理者の注意を

その問題に引き付け、支持者の祝福を受け

て改善プログラムを開始する」人で、彼は目標

に向かって困難に遭遇しても諦めることはあり

ません。言い換えれば責任者でもあります。

この種の改善には誰か口火を切る人が必要なの

です。勿論、彼には技術的な裏付けが求めら

れ、指導力や問題を解決する能力も要求されま

す。したがって『仕掛け人』の存在はプロセス

改善にとって最大のポイントと

いっても過言ではありません。

厄介なことに「多くの担当者

は、数えきれないほどの美談を

聞いていても、霧が晴れると

残っていたのは混乱だけだとい

うことを良く知っている」ので

す。したがって拙行は何として

も避けねばなりません。ここは“及ばざるは過

ぎたるよりまされり”（徳川家康）と心得るこ

とが肝要です。

仕掛け人は、進むべき方向を示し、プロセスに

応じて実行可能な行動単位に区切って、「行動

と成功」を繰り返しながら、メンバーの心配を

払拭しなければなりません。そして何よりも仕

掛け人は、その様な指導に熱意を持っていなけ

ればなりませんし、周囲の人から信頼を獲得し

ていなければなりません。

確かにこのような人は、今日では求めることは

とはいえ、ソフトウェア・プロセスを変更する

ことは、実際問題として容易なことではありま

せん。ハードウェア・プロセスに比べて、「経

験知」のウェートが非常に高く、その為、新し

い「形式知」を導入しようとしても、実施方法

を間違えると拒否反応を起こしてしまいます。

拒否反応を起こす背景には、幾つかの状況が考

えられます。例えば、特に行き詰まっていない

プロセスでは、そこにいるエンジニアとして

は、「今まで何とかやってきているのに、どう

してやり方を変えなければならないの」と反応

するでしょう。

また、既に誰の目に何とかしなければならない

状況が見えていても、「問題は技術的に解決で

きないものとは思わないが、むしろ組織上の問

題から解決できない」と思ってしまうことがあ

り、そのため効果がはっきりしないまま「他人

の解決策を取り上げることに反対」する事もあ

ります。

さらにその様なプロセスに於ては、現在スケ

ジュールに追われていたり、無秩序に作られた

過去の成果物に引きずられて、身動きが取れな

くなっていることもあります。

このようにプロセスを変更するには、各々のプ

ロセスの状況を考慮して、無理なく、また現実

の作業に大きな支障をきたさないように戦略を

考える必要があります。

そのためには先ず、組織が実際にどう動い

ているのかを知り、主要な問題点を理解す

ることで、改善の機会を認識させることが必要

になります。まだ問題が起きていない場合は将

来の方向として認識し、既に問題となっている

場合は、目の前の問題として認識する必要があ

ります。

プロセスや組織の問題だけでなく、社会の情勢

もプロセスの改善に少なからぬ影響を与えま

す。今回の不況では、生産性を上げ、損益分岐

点を下げるという企業としての要請が、ソフト

ウェア・プロセスに対しても発せられているの

です。これまでの様な「甘え」は許されず、エ

ンジニア１人ひとりの守備範囲を如何にして広

げて行くかが問われているのです。

容易ではないでしょうが、それでもいなくなっ

たのではなく、首をすくめて潜んでいるもので

す。このような人は徒党を組まず、自分を活か

せる状況にないと感じたときは、おとなしくし

ているため、普通の目では見つけることは出来

ません。「“天下道あれば則ち見れ、道なけれ
あらわ

ば則ち隠る”（論語・泰伯）」です。

プロセス変更を推進する組織を作り、作業

の手順を用意し、必要な教育訓練プログラ

ムを用意する必要があるでしょう。また改善を

支援する制度として、報奨制度も効果があるか

も知れません。

但し、「報奨制度」や「評価」は“両刃の剣”

で、使い方を間違えたり、状況を整えずに使っ

たりすると、人間関係を損ねる危険がありま

す。したがってこのような制度を持ち込む前

に、正しい意味での競争、則ち“適者生存”と

“救済の原理”を理解しておいてもらう必要が

あります。

そして重要なことは、組織がその様なプロセス

変更を支援していることを、そこにいる関係者

が感じることが出来るかどうかです。

筏に乗ったまま急に“流れに遡れ！”と号令し

ても、誰も本気にすることはなく、寧ろ冷やや

かな目で“誰が漕ぐのだろう”と周囲の様子を

伺うだけで、結局はいままでと同じ様に、流れ

に任して下るだけなのです。流れに遡るのな

ら、例えば舟を替えるとか、エンジンを取付け

るといった「支援」を示す必要があるでしょ

う。

　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

ププロロセセスス変変更更のの戦戦略略 仕掛け人を置く

改善を支援する仕組みを作ること

プロセス改善の機会

　　　であることを気づかせる 　　　　私私大大にに擦擦りり寄寄るる国国公公立立大大
▲来年度の国公立大学の入試要項を見ると、受験科目をさらに減らす傾向が伺える。大学側による

と受験生の負担を減らして、受験者を増やそうとの考えらしい。ところが日程は連続方式から分離

分割方式に鞍替えする学部学科が増え、しかも前期に集中する傾向があり、実際には国公立大学の

複数受験の途を狭めている。

▲これまで国公立大学は試験科目が多いと、受験生から敬遠されてきたことは確かであるが、だか

らと言って試験科目を減らして受験者を増やそうというのは邪道ではないか。国公立大学には設立

の理念があったはずで、単に「大学卒」の証書を発行すれば済むわけではない。たしかに試験科目

が私立と同じになれば、受験生は１種類の準備でよく、受験はしやすくなるだろうが、そのことと、

実際に入学者が増えることとは別問題である。

▲試験科目を減らしたところで、私立の入試が前にある以上、実際に国公立を受験するかどうかは、

その国公立大学自身の魅力と受験者の経済的理由によって殆どが決まってしまう。この内、後者は

余り選択の余地がなく、どの様な制度であろうと受験するだろうし、科目が減っても、自分だけ減

らしてもらった訳ではないので、条件は同じである。

▲大学に魅力がない限り、試験科目が減って受験し易さを享受できるのは、私立の受験に失敗した

人、という事になりはしないか。定員割れを防ぐことに窮々としているようでは、教育レベルの向

上などは覚束ない。その結果アジアからの国公立大学への留学生は益々遠ざかってしまい、将来日

本がアジアから孤立する要因を作っているように思うが。



(  2  )1992  年   9  月

か
　
　
　
　
ね

暁暁
鐘鐘
のの
音音
19

今
の
「
博
士
」
制
度
は
、
明
治
の

初
め
頃
「
大
学
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取
り
入
れ
た
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に
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取
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入
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付
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れ
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落
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。
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ま
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獲
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れ
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介
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あ
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。
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催
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達
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違
っ
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意
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催
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う
か
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過
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十
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に
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す
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で
し

ょ
う
。

と
こ
ろ
が
そ
の
様
な
人
達
も
（
マ

ス
コ
ミ
も
含
め
て
）
、
今
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、
政

治
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に
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口
を
揃
え
て
「
倫
理
」

を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で

は

自

分

達

が

嫌

っ

て

い

る

「

倫

理
」
と
、
政
治
家
に
求
め
て
い
る

「
倫
理
」
と
の
違
い
を
認
識
し
て

い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。
そ

の
様
子
が
欧
米
の
記
者
た
ち
の
目
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す
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。

判

断

を

す

る

に

は

「

基

準
」
が
必
要
な
の
で
す
が
、
こ
こ

で
問
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確

か

に

、

誰

が

見

て

も

手

綱
を
引
き
締
め
る
べ
き
状
況
に
も

係
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
突
っ
切
る
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は
無
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で
あ
っ
て
、
自
信
と
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な
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こ
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で
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、
飛
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あ
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だ
け
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を
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ば
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べ
な
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も
、
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上

の
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落
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自
信
の
な
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も
人
間
の
進
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障
害
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。
よ
く
言
わ
れ
る
よ
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に
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自
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の
馬
が
跳
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し
よ
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と
い
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時
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手
綱
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締
め
て
し
ま
う
こ
と
か
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こ
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締
め
る
ケ
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で
あ
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。

通
常
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
過
程
に

於
て
、
跳
躍
す
べ
き
障
害
は
一
つ

で
は
な
い
。
だ
が
、
一
番
目
の
障

害
の
手

前
で
手
綱
を

引
い
て

仕
舞
っ

た
人
に
と
っ

て
は
、

目
の
前

に
あ
る
障
害

こ
そ
、

ゴ
ー
ル

と
の
間
に
横

た
わ
っ

て
い
る

唯
一
の
障
害

に
見
え

て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

必
ず
し

も
全
て
の
障
害

を
パ

ー
フ
ェ

ク
ト
に
飛
ぶ

必
要
は

な
い
。

特
に
最
初
の

頃
の
少

し
の
ミ
ス
は
早
く
飛
び
さ
え
す
れ

ば
挽
回
で
き
る
し
、
後
に
な
る
ほ

ど
上
手
く
飛
べ
る
様
に
な
る
。

周
囲
の
目
を
全
く
無
視
す
る
の
も

間
違
っ
て
い
る
が
、
気
に
し
過
ぎ

る
の
は
も
っ
と
マ
ズ
イ
。

『

百

尺

竿

頭

に

登

り

て

手

足

を

放
っ
て
一
歩
進
め
よ
』

　
　
　
　
（
正
法
眼
蔵
随
聞
記
）
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め

も

し
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羹

（

あ

つ

も
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）
に
懲
り
て
膾
を
吹
い
て
い
る

状
態

で
す

。

日

本

で

は

、

殆

ど

の

大

学

の

入

試
科
目
か
ら
「
社
会
科
」
が
姿
を

消
し
て
い
ま
す
。
「
社
会
科
」
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
中
で
は

選

択

制

に

な

っ

て

お

り

、

「

歴

史
」
の
よ
う
な
「
知
識
」
中
心
の

科
目
が
選
ば
れ
る
事
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ

の

結

果

、

高

等

学

校

に

於

け

る
「
倫
理
」
の
授
業
は
、
完
全
に

形
骸
化
し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
教

科

書

の

内

容

の

問

題

や

、

「

倫

理
」
を
教
え
る
教
師
の
質
の
問
題

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
一
五
才
〜

一
八
才
と
い
う
、
年
令
的
に
見
て

自
我
が
確
立
す
る
非
常
に
重
要
な

時
期
に
、
「
倫
理
」
に
つ
い
て
考

え

る

機

会

を

逸

し

て

い

る

の

で

す
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
人
に
と
っ

て
大
き
な
損
失
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま

せ

ん

。

テ

レ

ビ

の

報

道

な

ど

で

、

欧

米

の
高
校
生
の
発
言
内
容
を
聞
い
て

い
る
と
、
日
本
の
大
人
顔
負
け
の

実
に
明
確
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
は
東
南
ア
ジ
ア
の

学
生
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
す

が
、
翻
っ
て
日
本
の
学
生
に
は
と

て
も
そ
の
様
な
応
対
は
望
め
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

“
D

r”
“

P
h”

P
hilosophy

P
hilosophy

倫
理
は
何
処
に
？

倫
理
を
考
え
る
機
会
な
し

Ｐ
ｈ
．
Ｄ
．

新
製
品
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

“
P

h.D
.”

“
P

h”
“

D
r.”

今月
の

一言


